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社会資本総合整備計画
1 入善町における地域の絆の強化と生活環境の向上による暮らしやすいまちづくり

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 入善町

・舟見・野中地区におけるコミュニティ施設の住民一人当たり年間利用回数を、6.9回（H21）から7.3回（H27）に増加
・舟見・野中地区における１年間の観光入り込み客数を、25,865人（H21）のまま維持
・舟見・野中地区におけるコミュニィバスの１日当たり利用者数（乗降延べ数）を、26.3人（H22）のまま維持

（H23当初） （H25末） （H27末）

1,216.7 百万円

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 都市再生 一般 入善町 直接 1,216.7 別添1

合計 1,216.7

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-C-1 公共交通 一般 入善町 直接 コミュニティバス購入 19.8

合計 19.8

番号 備考

1-C-1

25,865人

26.3人

要素となる事業名
(事業箇所）

平成26年12月12日

Ｃ
効果促進事業費の割合

6.9回

　入善町は、富山県東部に位置する農商工がバランスよく発展した町であるが、近年では人口の減少や少子高齢化が進行し、町の活力維持・向上が課題となっている。特に、舟見地区及び野中地区ではその傾向が顕著であり、若年層
をはじめとする人口流出や著しい高齢化によって、将来的な地域コミュニティの持続性が懸念されている。
　そこで、両地区を中心として、地域コミュニティにおける住民相互の交流促進や、観光交流の促進による地域の活性化を図るとともに、両地区と町中心部を結ぶコミュニティバス網の充実によって、地域間の交流促進による活性化
と町中心部との連携強化による生活環境の向上を図ることにより、地域の活力向上と暮らしやすいまちづくりを目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

備考

（A(提案分)＋C）／（A＋B＋C）

定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値

　　定量的指標の定義及び算定式

舟見・野中地区内における１年間の観光入り込み客数

舟見・野中地区におけるコミュニティバスの１日当たり利用者数（乗降延べ数）

11.3%

事業者

舟見・野中地区におけるコミュニティ施設の住民一人当たり年間利用回数

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事業者

番号
全体事業費
（百万円）

市町村名番号 事業内容

計画の名称
交付対象

計画の目標
計画の期間

6.8回

最終目標値

25,865人

中間目標値

26.3人

事業内容
（延長・面積等）

Ａ1,236.5 百万円 Ｂ
(うち提案事業分120.5 百万円)

ふなみ野地区都市再生整備計画事業

入善町

市町村名事業内容要素となる事業名

入善町

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

1-A-1と一体的となってコミュニティバスの運行体制を強化することにより、地域住民の交通手段の充実や観光地へのアクセス向上が図られ、生活環境の向上や観光・交流人口の増加が期待される。

事業実施期間（年度）

コミュニティバス運行事業

事業者

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名

0

入善町

7.3回

26.3人

百万円 19.8 百万円

25,865人

入善町

市町村名

交付対象事業

高次都市施設整備事業等　620ha

全体事業費
（百万円）



（参考図面）
1 入善町における地域の絆の強化と生活環境の向上による暮らしやすいまちづくり

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 入善町

計画の名称
交付対象計画の期間

平成26年12月12日

0 2km

■基幹事業(1-A-1)
ふなみ野地区都市再生整備計画事業

□効果促進事業(1-C-1)
コミュニティバス運行事業

凡 例

基幹事業

効果促進事業



都市再生整備計画（第６回変更）

ふなみ野地区
ふなみのちく

富山県
と や ま け ん

　入善
にゅうぜん

町
ま ち

平成２６年１２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 620 ha

平成 23 年度　～ 平成 27 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

回／年 平成21年度 平成27年度

人／年 平成21年度 平成27年度

路線 平成21年度 平成27年度

【まちづくりの経緯】
　・本地区は、旧北陸街道（上街道）沿いの宿場町・在郷町として発展してきたまちであり、自治振興会や若手有志などの地区住民が主体となり、300有余年の歴史を誇る「七夕まつり」や「花火大会」等の企画・運営に取り組んでい
　　るところである。
　・また、住民が主体となり地区外縁部での温泉開発（平成２年）に取り組むほか、行政でも舟見山自然公園等の整備を図るなど、観光・交流による地域の活性化に向け、官民一体となった取り組みが進んでいる。

【区域の現況】
　・ふなみ野地区は、入善町の南東部に位置する舟見地区・野中地区からなる面積約620haの区域である。
　・舟見地区の中心部である舟見市街地は、市街地の中心部を縦断する旧北陸街道（上街道）である主要地方道朝日宇奈月線沿線を中心に広がる。地区の中心である入善町舟見連絡所付近には、駐在所、消防屯所等の公共施設や、郵
　　便局やＪＡ等の金融機関が立地するほか、これらの施設周辺に舟見商店街が形成されるなど、舟見地区及び周辺地域の生活拠点としての役割を担っている。
　・本町の人口減少が続く中、計画地区の人口減少が顕著（平成16年～平成21年で約１割の減少）であるほか、若年層をはじめとする人口流出や少子化等に伴う著しい高齢化（34.4％：平成17年国勢調査）に伴い、地域コミュニティ
　　の持続性が懸念されはじめているところである。
　・また、本地区では、工場撤退や商業活動の停滞等に伴う地域活力の低下や、人口減少等による保育所・小学校・中学校の統廃合に伴う住民の生活環境の低下も大きな問題となっている。
　・地区住民の交流拠点となっている舟見コミュニティ公民館（昭和53年建設）・野中公民館（昭和55年建設）は地区の避難施設としても機能しているが収容能力が不足している現状にある。
　・併せて、両施設ともに建設後30年以上が経過し施設機能及び構造的な老朽化が進んでいることもあり、施設利用者数の低迷が続いている。
　・降雪地域である本地区内では、消雪施設や歩道を備えた道路が少なく、学校の統廃合に伴う児童の通学距離の延長も相まって、冬期間を含めた道路空間・歩行者空間の安全性確保に関する住民要望が高まりをみせているところで
　　ある。

20住民による除雪路線数 住民による除雪活動を実施する道路の路線数
雪等の自然災害に強いまちづくりへの住民の取り組み状況をあら
わす指標として、住民が実施する除雪路線の増加を目指す

12

7.3

観光入り込み客数 地区内の１年間の観光入り込み客数
新たな地域活力を創造するため、減少傾向にある地区内の来訪
者の維持を目指す

25,865 25,865

コミュニティ施設の年間利用回数
コミュニティ施設（舟見公民館・野中公民館）の

住民一人当たりの年間利用回数
持続的なコミュニティの形成を図るため、住民によるコミュニティ施
設の利用回数の増加を目指す

6.9

　・総合計画（H23策定予定、基本構想H22.9策定）では、「扇状地に　水と幸せがあふれるまち　入善　～人のきずなで未来へつなぐ～」を町の目指す将来像とし、「地域資源を活かした魅力あるまちづくり」、「快適に安心して
　　暮らせるまちづくり」など、６つのまちづくりの目標を設定している。
　・その目標達成のための政策の柱として、観光振興と交流人口の拡大による「地域資源を活かした賑わいの創出」、道路交通網や歩道の整備と除排雪の推進、公共バスの利便性向上などによる「より快適な生活基盤の構築」、公共
　　施設の耐震化や防災拠点施設の整備などによる「安全・安心な生活の創造」、地域コミュニティの拠点となる施設整備などによる「支え合いによるまちづくりの推進」などを掲げている。
　・また、都市計画マスタープラン（H6策定）では、「自然を活かしたうるおいのまち」、「未来にはばたく活力あるまち」などを基本理念とし、ふなみ野地区では、舟見城跡と公共施設などの整備及び舟川流域の周辺整備を進める
　　こととしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 富山県 入善町 ふなみ野地区

計画期間 交付期間 27

●「ひと」・「もの」・「とき」 が息づくまちづくり
　 ○目標－１：「地区内交流の促進による持続的なコミュニティの形成」
　 ○目標－２：「交流人口の増加による新たな活力の創造」
　 ○目標－３：「誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり」

○住民相互の交流促進

・人口減少・高齢化が著しく進展する中で、コミュニティを維持

していくには、これまで以上に、住民相互の交流を促進する必
要がある。

・公民館の老朽化や学校の統廃合などにより、地区の交流機能が

著しく低下しているため、住民相互の交流の場を再生する必要
がある。

○来訪者との交流促進

・地区の新たな活力を創出するには、これまで以上に、住民と来
訪者との交流を促進する必要がある

・住民と来訪者との交流機会を増加させるには、観光資源の魅力

向上や相互連携が必要である。

○生活環境の向上
・若者をはじめとする人口の定着を図るには、地区の生活環境を

向上する必要がある。
・生活環境の中でも、特に、住民の移動環境の向上や防災性の向
上のための取り組みが必要である



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【整備方針１】　住民相互の交流基盤の整備促進
　・住民間交流拠点である舟見公民館、野中公民館の交流機能の向上を図るため、地域交流センターの整備を行う
　・(仮)舟見地区交流センターと連携して住民間の交流をより効果的に促進するため、センターに隣接して住民の憩いの場となる公園の整備を行う
　・(仮)舟見地区交流センターと隣接する体育施設を利用する住民の利便性向上のため、監視カメラを設置する。、
　・(仮)野中地区交流センターと連携して住民間の交流をより効果的に促進するため、センターに隣接するグラウンドの照明設備の整備を行う。

・（仮）舟見地区交流センター整備事業（基幹事業／高次都市施設）
・（仮）野中地区交流センター整備事業（基幹事業／高次都市施設）
・旧舟見中学校跡地公園整備事業（基幹事業／公園事業）
・旧舟見中学校跡地公園整備事業（提案事業／地域創造支援事業）
・社会体育館監視カメラ整備事業（提案事業／地域創造支援事業）
・(仮)野中地区交流センターグラウンド照明整備事業（提案事業／地域創造支援事業）

【整備方針２】　住民と来訪者との交流環境の整備促進
　・地区の観光拠点の一つである舟見山自然公園のアクセス性向上のための整備を行う
　・来訪者を適切に地区内の観光資源に誘導するため、主要地点への案内誘導サイン施設の整備を行うとともに、観光資源を紹介する案内看板の整備
を行う
　・地区の観光資源を充実し交流人口拡大を図るとともに、観光客と住民との交流を促進するため、憩いの場となる足湯の整備を行う。

・舟見山自然公園線（基幹事業／道路事業）
・サイン整備事業（基幹事業／地域生活基盤施設）
・舟見リバーサイドパーク足湯整備事業（提案事業／地域創造支援事業）

【整備方針３】　安全・安心に暮らせる生活基盤の整備促進
　・生活道路の安全性や快適性の向上を図るため、歩道整備や拡幅等を行う
　・冬期間の生活道路の通行円滑化を図るため、消雪設備の整備や、除雪機を導入（リース）し住民団体への貸与を行う
　・高齢者の通院や買い物、中学生の通学等のための交通手段を確保するため、コミュニティバスの購入を行う
　・被災時の被害拡大を予防するため、耐震性防火水槽の整備を行う
　・地区内で不足する避難施設を確保するため、舟見・野中において地域交流センターの整備を行う

・愛本新小森水線（基幹事業／道路事業）
・西裏線（基幹事業／道路事業）
・西中中沢線（基幹事業／道路事業）
・舟見地区消雪事業（基幹事業／道路事業）
・雪に強いまちづくり支援事業（提案事業／地域創造支援事業）
・耐震性防火水槽整備事業（基幹事業／地域生活基盤施設）
・（仮）舟見地区交流センター整備事業（基幹事業／高次都市施設）
・（仮）野中地区交流センター整備事業（基幹事業／高次都市施設）

　・本地区では、自治振興会をはじめ、住民有志による「舟見花火打ち上げる会」等により、「舟見七夕祭り」等の企画・運営を実施している
　・本地区では、住民の意思で自発的にホタルの保存会を立ち上げて活動している



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

入善町 直 L=360ｍ 平成25年度 平成27年度 平成25年度 平成27年度 129.6 129.6 129.6 129.6

愛本新小森水線 入善町 直 L=300ｍ 平成23年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 66.5 66.5 66.5 66.5

西裏線 入善町 直 L=330ｍ 平成21年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 50.8 22.8 22.8 22.8

西中中沢線 入善町 直 L=660ｍ 平成23年度 平成27年度 平成23年度 平成26年度 115.5 115.5 115.5 115.5

舟見地区消雪事業 入善町 直 L=1,000ｍ 平成23年度 平成26年度 平成23年度 平成26年度 124.7 124.7 124.7 124.7

公園 入善町 直 A=約5,800㎡ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 36.4 36.4 36.4 36.4

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

入善町 直 ７基程度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 3.9 3.9 3.9 3.9

耐震性防火水槽整備事業 入善町 直 １箇所 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 4.4 4.4 4.4 4.4

高質空間形成施設 －

入善町 直 A=約832.1㎡ 平成23年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 284.7 284.7 284.7 284.7

入善町 直 A=約807㎡ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 307.7 307.7 307.7 307.7

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,124.2 1,096.2 1,096.2 1,096.2 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

入善町 直 小型１台 平成23年度 平成27年度 平成23年度 平成27年度 4 4 4 4

入善町 直 A=約5,500㎡ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 34.8 34.8 34.8 34.8

入善町 直 ２台 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 1 1 1 1

入善町 直 ２基 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 3.2 3.2 3.2 3.2

入善町 直 １箇所 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 75 75 75 75

入善町 直 － 平成27年度 平成27年度 平成27年度 平成27年度 2.5 2.5 2.5 2.5

－

－

－

合計 120.5 120.5 120.5 120.5 …B
合計(A+B) 1,216.7

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
入善町 国土交通省 － ○ 平成23年度 平成24年度 10.7

合計 10.7

（仮）野中地区交流センター整備事業

－

（仮）舟見地区交流センター整備事業

旧舟見中学校跡地公園整備事業

うち民負担分

0

規模

道路 地方道

高次都市施設

地域生活基盤施設

細項目

(仮)舟見地区交流センター整備事業（行政出張窓口整備分） (仮)舟見地区交流センター

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

事業効果分析事業 事後評価（委託）

－

旧舟見中学校跡地公園整備事業 旧舟見中学校校舎・プール解体

雪に強いまちづくり支援事業 除雪車リース・除排雪団体補助

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

サイン整備事業

－

－

舟見山自然公園線

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業主体 直／間
細項目 うち民負担分

486.6 国費率 0.4交付対象事業費 1,216.7

事業 事業箇所名

交付限度額

地域創造
支援事業

舟見リバーサイドパーク足湯整備事業 舟見リバーサイドパーク

社会体育館監視カメラ整備事業 (仮)舟見地区交流センター・社会体育館

(仮)野中地区交流センターグラウンド照明整備事業 (仮)野中地区交流センターグラウンド



都市再生整備計画の区域

　ふなみ野地区（富山県入善町） 面積 620 ha 区域
入善町舟見の一部、野中の全部、中沢の全部、西中の全部、上今江の全
部、下今江の全部、古林の全部

（一）舟見入善線

（主）入善宇奈月線

（主）黒部朝日公園線

（主）朝日宇奈月線

ふなみ野地区

（620ha）

ひばり野小学校
ひばり野保育所



コミュニティ施設の年間利用回数 （回／年） 6.9 （H21年度） → 7.3 （H27年度）

観光入り込み客数 （人／年） 25,865 （H21年度） → 25,865 （H27年度）

住民による除雪路線数 （路線） 12 （H21年度） → 20 （H27年度）

　ふなみ野地区（富山県入善町
にゅうぜんまち

）　整備方針概要図

目標

●大目標：「「ひと」・「もの」・「とき」 が息づくまちづくり」

　 ○目標－１：「地区内交流の促進による持続的なコミュニティの形成」

　 ○目標－２：「交流人口の増加による新たな活力の創造」

　 ○目標－３：「誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり」

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業（道路）
・西裏線

■基幹事業（高次都市施設）
・（仮）舟見地区交流センター整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）
・耐震性防火水槽整備事業

■基幹事業（道路）
・愛本新小森水線

■基幹事業（地域生活基盤施設）
・サイン整備事業

■基幹事業（道路）
・舟見地区消雪事業

■基幹事業（道路）
・西中中沢線

■基幹事業（高次都市施設）
・（仮）野中地区交流センター整備事業

□提案事業（地域創造支援事業）
・雪に強いまちづくり支援事業

□提案事業（事業活用調査）
・事業効果分析事業

■基幹事業（公園）
・旧舟見中学校跡地公園整備事業

■関連事業
・（仮）舟見地区交流センター整備事業

（行政出張窓口整備分）

■提案事業（地域創造支援事業）
・旧舟見中学校跡地公園整備事業

■提案事業（地域創造支援事業）
・社会体育館監視カメラ整備事業

■基幹事業（公園）
・舟見山自然公園整備事業

■提案事業（地域創造支援事業）
・舟見リバーサイドパーク足湯整備事業

□提案事業（地域創造支援事業）
・（仮）野中地区交流センター

グラウンド照明整備事業


